
特 別 活動部 会

研究主題 「特別活動における生徒による評価を生か した指導の改善」

1は じ め に

平成13、14年 度の研究開発では、r評 価の観 点」の開発や、r評価結果を踏まえた指導の手立て」を研究

開発の対象 とした。

今年度は視点を変えて、「特別活動における生徒による評価を生かした指導の改善」とい う研究主題を設

定 し、生徒による敏師の指導内容及び指導方法に対する評価 を生か して指導の改善を図ることとした。

「特別活動」の 目標は、端的に表現すれば、望ましい集団活動を通 しで、生徒の 自主的 ・実践的な態度

を育て、 自己を生かす能力を養 うことにある。このことは、特別活動は生徒の自主的な活動であ り、生徒

の自主性に任せて、教師はできるだけ何もしない方寧よい とい うことではない。教師の意図的 ・計画的な

指導 ・援助がどのような生徒にとっても必要なことは言うまで もない。

この点を踏まえると、教師の計画 した指導の目標や指導内容 ・方法及び評価方法が十分に生徒に理解 さ

れ、指導の結果 として生徒に望ましい変容を与えることができたかを知ることは、教師にとっては、よ り

よい教育活動の構築に欠かせない要素である。また、教師 自身の指導の在 り様を見直して、生徒がより充

実 した学校生活を送ることが出来るようにすることが、今教師に求められ る大切な姿勢であるとも考えた。

以上の考えか ら、特別活動に 「生徒による評価」を取 り入れ 、どのようにして指導の改善に生かせ るか

を研究開発することとした,

2特 別 活 動 に お ける生 徒 に よ る解 価 の 実 際

学習指導要領 に示 される特別活動の内容は、ホームルーム活動、生徒会活動、学校行事である。本部会

では、特別活動における生徒による評価の対象を下記のようにとらえた,

また、評価方法にっいては、これまで多 くの学校において、学校行事等の異施後に生徒に対 してアンケ

ー ト調査を行い、次年度以降の実施の参考と している学校が多い と考えられるので、実施の時期 と内容を

工夫することで、生徒による評価の真施が容易になると考えた.

3研 究 開 発 の 内容 ・方法

本部会では、実践を重視 し、以下の2点 について、宴際に生徒による評価を行って、生徒による評価の

成果や課題を探 ることとした。

(1)rホ ームルーム活動における進路指導の改善」

② 「文化祭における実行委員会指導の改善」
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それぞれの内容に 「生徒による評価」を取 り入れて、それを分析 ・考察することで、生徒による評価の

成果や課短 を明らかにすることを今年度の研究開発の目標とした。

具体的な方策としては、毎年通常行 っている生徒に

対す るアンケー トをモデル として、質問項 目を工夫 ・

改善 して活用することとした。

アンケー ト実施に当たっては、次の3点 に留意 した、

① 教師の指導 ・援助のよい点 と改善すべき点が分

析できるものであること,

② 次年度以降㌍指導のみならず、現在の指導の改

善に生かせるものであること。

③ 授業評価 とは異な り、生徒の評価が教師個人に

対 してだけではなく、委員会指導や生徒会指導を

行 う教員組織 に対しての評価 ともな りうること。

一般的な特別活動における評価 と指導

〔理想的な生捷像 〕

曾

●

指導の手立て

i教 師の指導改菅
暉

敵師による評価 生徒による評価

i生 捷 の 活 動

…・・… 生硅の行動変化

指導・擬助

評 価 の 観 点

指 導 計 画

曾

〔生 徒 理 解 〕

→:生 徒 による評価 を生か した指導の改善の流れ

一一一■》1教 師による評価 と指導の流れ

4研 究 開 発 の 成 果 と課 題

実践事例1で は、「ホームルーム活動」を取 り上げた。ホームルーム活動の場合、評価対象が担任教諭で

あ り、活動のね らい等が明確に生徒に伝わったかアンケー ト調査で確認することができた。また、生徒の

様々な考え等 も把握す ることができ、指導の改善に結び付けることができた。

実践事例 皿では、「学校行事」を叡 り上げた.学 校行事の場合、学校行事の実施方法等の改善の観点でア

ンケー ト調査がすでに多 くの学校で行われているので、すでにあるアンケー トに教師の指導内容 ・方法を

評価す る項 目を追加すれば実施は比鮫的容易である.し かし、案施時期がこれまでのように行事終了後に

設定 して しまうと、生徒による評価の成果を学校行事に携わった生徒たちに直接的に還元することができ

ないので、学校行事の準備期開中に実施することが望ましい.ま た、学校行事における実行委員会の生徒

たち と教師 とのかかわ りは比較的多いので、日常的な生徒 との語 らいがそのまま生徒による評価になって

いる。特別活動における生徒による評価は、生徒 とのコミュニケーシ ョンを捕完す るものであ り、その実

施の意義は大きい。

今後の課題 としては、特別活動における生徒による評価は、通常の授業における生徒による授業評価 と

は異な り、評価項 目の設定に当たってはより一層の工夫が必要であること、教師の視点が生徒の自主的な

活動の成否に向か う傾 向があるので、教師が 自らの指導の在 り方を生徒に問 うことの大切 さを理解するか

ど うかが挙げ られ る。本実践事例を参考に して、より多くの学校で生徒の声を把握 し、特別活動の指導の

改善 ・充実を図ってほしい.
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5実 践 事 例

実践事例1 rホ ームルーム活動 にお ける進路指導 の改善」

(1)学 校の特色 と生徒の実態

本校の進路希望調査を見ると、生徒の進路状況は多様であ り、表1の ようになっている。

四年制大学 ・短期大学 ・専門学校 ・就職の各分野での指導 ・援助はもちろんのこと、その他に分類 さ

れる生徒への指導 ・援助が大きな課題である.そ の他に分類 された生徒の うち、進学のためのいわゆる

「浪人」は極めて少数であ り、就職 も

進学 もしない、い わゆる 「無業者」が

大半 を占めている.将 来への夢や希望

を抱けず、今、何を学ぶべきか、将来、

何を学ばなくては ならないかを見つけ

出す ことができない ことが原因の一つ

として考えられる。

曇1分 罫別進路状滉の経隼変化 偉 位 こ暫}

年 度 平成10 平成11 平成12 平成13 平成14

四年制大学 8.79 呂3呂 13.87 15.30 13.53

短期大学 10.99 3.3日 4.05 3.ε2 4.12

専門学校 33.53 312堕 3&73 ヨ8.80 4■35

就職 12.09 1i」7 10.40 19.13 15.29

その他 34.61 40.7宕 3295 22.95 247且

(2)生 徒 による評価のね らい

年間を通 して進路への意識がもてるよ うな指導を考えるとともに、人間としての在 り方生き方の指導

を通 して、生徒がいかに生きるのか、将来 どのように社会参加をす るのかを自ら考え、決定できるよう

指導 ・援助を行 う。

また、生徒 による評価を取 り入れ 、その評価を基に指導内容 ・方法のより一層の改善につなげてい く

工夫を図る。以下、生徒による評価のね らいを具体的に記す.

① 評価の観点に基づいた評価及びその結果を踏まえた指導が、生徒の実態に即 しているのか、指導

後に生徒に望ま しい変容が見 られたかを知る。

② 教師の立てた指導 ・評価の 目標がきちんと生徒に伝わ 肱 生徒が自ら立てた目標に向けた活動を

行い、充実 した学校生活を送ることができるようにす る,

③ 評価 者

A高(全 日制 ・普通科)2年33名

(4)生 徒 に よる評価の取組の経過

進路指導計画を作成する取組の中で、生徒による評価 を取 り入れることとした。 これは、多種多様な

進路希望に対 して、適切な情報提供や案内 ・説明などの指導 ・援助ができているかを教師が把握す るた

めである。また、生徒も教師を評価す ることで、自分に必要な情報が何なのかを考え、自己を見っめ、

課題 を見付けることができるのではないかと考えた、

さらに、体験的な活動を行 うことで、進路への具体的なイメージをもち、目標設定ができるよ うにな

ると考えた。表2に 進路指導年間計画を示す。この年間指導計画による生徒の活動が、〔6)の 「生徒に

よる評価の取組の経過」のような一連の流れとなるよう取り組んだ.
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表2進 路指導年間計画

行 事 一 一 一 内 容

6月 進 路説 明 〔HR) HRに て.こ れ か らの 進酪 括動につ いて指 導

7月
■

逃路体験ガイダンス 希望分野ごとに分かれての槙擬授業体験

夏季休業中 進路体験 (精望者 のみ)看 韻 ・保育 ・介護福 祉 の体験 実習

11月 分野別脱明 分 野 ご との 詳細 な説 明 ・資料収 集 、活動計 圃

3月 イ ンターン シ ップ ガイ ダンス 職業を意臓した体験学習

春季体業中 進路体験 〔櫓望 者の毎)看 韻 ・保育 ・介護 福祉 の倖験 実習

4月 造 路希望調査 ・個人 面 談 昨年度の活動を参考にした、逸鋸希望馴査

6月 希望分野進路説明 具俸的 な借動 につ いての ガイ ダ ンス

張7月 く造 距体 験ガイ ダ ンス〉

次のE3分 野か ら1分 野 を遡択 し、棲擬 授 業に参加 する}

=大 学 ・短 大進学2保 青 系燈 大進 学 ユ 専 門学校 自動 睾整備4フ ァシシ ョン蘭係5音 楽関係

6看 護 ・医療系7栄 養 ・講 理 系8理 容 ・美審 系,g福 祉 閤係10情 報 処理 系

11動 物 関係12ス ポー ツ ・健簾13就 職 ・公 茜員

(5)結 果 と考察

本校では、進路を決定できず卒業 していく生徒bS非 常に多い。2年 生とい うこともあるが、6月 の段

階で52%が まだ進路希望を決めていないa

6月 の進路説明会 では、この状況を予め想定 した上で、ホームルームにおいて進路の選択決定の意識

付けのために説明を行ったt評 価は5段 階で実施 した。 当初、3に 評価が集まるのではないか と予想 し

ていたが、実際は分散 した結果が得 られた。生徒が適切に評価をしてくれた結果であると考える。

評価の結果、教師の話 し方や内容などは概ね良好の評価が得 られたが、配布 した資料が見にくいとの

意見が多数見られ改善の必要があることが分かった.ま た進路指導の次の課題 も見つかった。具体的に
ロ

は、紙の資料や教飾の話だけではイメージがわきにくく、具体的に体験をする機会が必嬰であることが

分かうた。

7月 は先の進路説明会の結果を受けて、体験を目的とした授業ガイダンスを行った。 この行事は複数

の外部講師による模擬授業である。輿味ある分野の体験を通 し、多 くの生徒が進路に対する興味をもち、

進路に対する意職の変化が見られた.ま た、さらに詳細な情報を求めていることが分かった.

11月 はより専門的な情報を集める機会を設定 した。具体的な資料を抱 え、必死に情報を収集 している

生徒の姿が目に付いた1、今後は個別の計面表をもとに、進路決定をしていく援助が必要である。

今回、生徒による評価を実施することによって、生徒が求めている情轍が何であるかを速やかに掘握

することができた。また、そのことによって教師がどのよ うな指導 ・援助を行ったらよいかを立案でき

た。その結果、年間を通 してより一層系統性のある進路指導が実践 されていると考える。

今後の課題 としては、集団 と個人、進路希望決定者 と未決定者、多様 な希望分野など、指導 ・援助を

行 う上での視点は多種多様であること、また、生徒一人一人の個別の状況などが複雑にからみ合った中

で年間を通 して計画性 ・系統性のある指導が大切なことを念頭に置き、評価内容 ・方法、異施時期を工

夫 していく必要胆ある。
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(6)生 徒による評価の取継の経過

評 価 の 観 点 指 導 ・援 助 生 徒 の 活 動 生徒による評価

〈6月 進路説明〉

どの よ うな造 陥先 が あ

る の か を知 り,自 分 に適

した進陥週 択がで きたオ㌔

どの よ うな進 路 先が あ

るのか、資料提 供 をす る.

情 韓 収集 の仕方 を説 明

する。

配付 資 料 ・出版物 ・イ

ン ターネ ッ ト簿 を話用 し

た情韓収集 を行 な う。

自己の適性 を考弗す る.

指 導 の 改 善

適 切 な情 韓 が 、与 え ら

れ たか。

適 切 な指 導 ・援 助 が 、

得 られたか.

進路希望が定ま りつつある者は、もう少 し踏み込んだ情減が欲 しいようであった。そこで、

アンケー トにより興味関心の高かった]3分 野について講師を招き、模擬体験授業を計画実施す

る.生 徒は実際の俸験やよ り具俸的な情報を求めている。また、イメージのわかない生徒も.

具体的な体験をすることでヒン トが得 られればよいと考える、

生 徒 の 変 容

具体的な進路先にっいて相麟に来るものが見られるようになった一方で、まだ進路に対する

イ メージがわかない生徒が多数見られた1,

く7月 進 路ガイダ ンス》

体験活動 によ り、 自己の

選択 した分野が、真に適 し

てい るか、興味 を持つ こと

がで きるものであ るか を確

詔 し、進路希望に投立て る

こ とがで きたか.

希 望 分野 ご とに外 部 購

師 を依 頼 し、棲擬 捜 業 ・

体験活動 を実施す る。

進 路 へ の 意臓 を高め る

こ とがで きるようにす る。

避択 した 分野 の槙 擬 授

寮に参加す る.

活 動 を通 して 自己 の適

性 を再毒す る.

体験活動 を多 く取 り入 れる ことで、進路への意zaDS高 まるこ とが分かeた 。

地域や 社会教育機 関等 とも連携 を図 りなが ら、今後の進路指 導を充実 させ てい く。

適 切 な情 粗 が、 与 え ら

れたか.

適 切 な指 導 ・援 助 が 、

得 られたか。

非 常に活発 に括動 をしていた。具 体的 な活動 を通 して真味 ・関心を持 ち、積極的に取 り組む姿勢 が見て壇

れ た。 またア ンケー トの結果を見て も、明 らかに多 くの生徒 が進 蕗に対 する意織 をもち始めてい る。

〈夏季休業中 就業体験 ・施殼見学 ・体験学習〉

〈11月 分野別説明会〉

定 まoた 方 向 の 誹細 な

情 報が収集 でき る,

今 後 の活 動 にっ いて 各

自が計 画 を 立 て る こ とが

で きたか.

●1分 野ご とに講師を招き
.

具 体 的 な情 執 握僕 を して

も らう。

今 後 の計 画 をた て る援

助 を行 な う.

→ '希 望分 野凋 査 費料 の作

成.

今 後 の 活動 予 定表 づ く

り.

● 適 切 な情 報 が、 与 え ら

れ たか.

適切 な指 導 ・援 助が 、

得 られたか.

佃別 の具体的 な活動 予定衰 を作成す る ことで、教 師 も推導 ・提助 を しやす くな った.

集団 に対す 壱意島付 けの他 、今後 は個々への対応 がよ り大切 な取 り組み課題で ある。

●

一

■

より具体 的な情 鞭を収集で きた結果 、 自分の目標 ・課橿 を見つ けることがで きた.

〈3月 インターンシップガイダンス〉 → く次年度の活動へ)
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実践事例 皿r文 化祭における実行委員会指導の改善」

(1)学 校の特色 と生徒の実態

B校 は比較的落ち着いた普通科であり、部活動も盛んに行なわれている。「自由と自治」・「真理の探究」

を教育 目標に掲げ、生徒会活動 も自治会とい う名称の組織で行われている。主な自治会行事は生徒大会

(年2回)、 体育祭、文化祭 と昨年度から始めた合唱祭の4つ で構成されているc体 育祭、文化祭は自治

会役員の招集により運営部(実 行委員会}が 組織され、生徒のカで運営 し、教師が助言を与える形 を理

想 として指導に当たっている。

(2)生 徒 による評価のね らい

本事例では、実行委員会が全校生徒の意見を集約 しなが ら、主体的に企画 ・運営を進 めてい くことが

で きるよ うな指導を考えるとともに、実行委員会の活動を通して、生徒が責任を果た し、委員相互が理

解 ・協力できるように指導 ・援助を行 うことを目標 とした。

モの踪、生徒による評価を取 り入れ ることによって、その状況に応 じた的確な情報や指導が与え られ

るよ うに指導の改善を図ることをねらいとした。以下、生徒による評価のね らいを具体的に記す。

① 連絡協議会を通 じて、生徒 との対話から実行委員の意見を直接吸い上げ、要望な どに素早く対応

し.生 徒の主体性を重視 した活動を支援する,

② アンケー トを活用 して、教師から適切な資料 ・情報が提供されているか、指導 ・助言が十分にな

されているかという生徒による評価 を実施することで指導方法の改善に生かす。

③ 評価者

運営部本部(部 長、副部長2名 、書記)と9つ の班の班長 ・副班長からなる幹部によoて 組織 され る20

名程度の生徒に評価をしてもらった。

生徒・匠璽 園 教師 ・匡i麺

匙化祭運営部本剖

医=囲匝コ國庭 画亟1区亟面國醐 函魏 匿=囲匝=墨

塵

(4)生 縫による評価の取組の経過

実行委員会を指導する上で、これまでは連絡協議会 とい う会議を開催 してきた。連絡協議会では各班

の活動状況 と今後の予定などが報告され、課題や問題点の提起 とその議論が行われ る。また、担当教師

は助言や情報提供を行 うという形式で進めていた、
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そこで、まず この会議の中で直接、生徒の意見 ・要望を探るために,生 徒による評価を実施 しようと

考 えた。 さらに、例年では文化祭終了時にのみアンケー トを行い、次年度の実施時期 ・内容などの見直

しや指導体制の改善に活用するところである歩、本事例では夏季休業中にアンケー ト形式の生徒による

評価 を実施することによって、現在指導 している生徒への指導の改善を行い、実行委員の生徒が主体的

に問題解決ができるように努めた。

(5)結 果 と考察

① 蓮絡協議会での対話による生徒の解価

連絡協畿会は平常授業時には毎遍月咽 日に定例で、

文化祭前 日か らは毎 ロ実施 した。

連絡協議会での意見交換では、それまでの生徒の活

動などを教師が評価をして、指導 ・助言を行った。

また、生徒によって、教師の情報提供や助言に対し

て生徒による評価(意 見 ・更望)も 行われるので、生

徒の正直な意見や票望を直接得ることができる場 とな

った。

その結果、教師は生徒部会や職員会議で必要に応 じ

て検討 し、生徒は各班で話 し合った り、ホームルーム

に提案するなどの活動を行った。連絡臨議会では、各

班の活動状況や情報を実行委員で互いに共有 して進め

てい く関係から、生徒全員が拘束 されるので、生徒の

多くが 「時問が長い」「効率が悪い」と感 じていること

が把握 できた。

生徒による評価と教師による指導の流れ

〔生 徒 の 活 動 〕

遺絡協議会 曾

■

指導の手立て

i教 師の指轍 善
画

敵師による艀伍 生硅による評価

生徒の行動変化

指導 ・援助

曾

〔評価 の鞘 〕

曾

〔生徒 の 融}

→:生 徳による押価を生かした指導の改善の疏れ
一一》:教師による評価と指導の流れ

② アンケー ト形式の生徒による評価

生徒による評価 をアンケー ト形式(5段 階で行 う評価 と自由記述によるものとの併用)で 、夏休みに

1回 と文化聚終了後に1回 の合わせて2回 実施 した.

第1回 アンケー トの生徒による評価の主な観点

「教師か ら適切な資料や情報が提供 されているか」

「教師か らの指導や助言が十分に行われているか」

各班の活動計画の見直 しや活動上の問題点などの自己評価 と同時に実施 したところ、前年度か らの引

き継 ぎが うまくいうていない点と9月 からの仮設校舎への移転に対する不安が挙げ られたeこ れは継続

して実行委員を務める生徒がなく、例年 とは具なる状況への教師の対応力Σ十分でなかったことが原因と

考えられる。

第2回 アンケー トの生徒による評価の主な観点

「文化祭の実施時期や準備 日程の設定が適当であったか」

「連絡協議会の運営が適切に行われたか」

「教師か らの指導 ・援助が十分に行われたか」

前回のアンケー ト同様、教師か らの指導 ・援助については概ね十分であるとい う評価であった一一方

「生徒の意見をもっと尊重 して欲 しい」とい う意見もあったので生徒の主体的な企画 ・運営を支援でき

るような指導の改善が必要である.実 施 日程や輿行委員会の予算にっいての要望にっいては次年度に向

けての検討課題 とした。また、今年度からの後夜祭の企画が成功 したことを喜ぶ声が多数あった。
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(6)生 徒による評価の取組の経過画 指 導 ・援 助

〈4月 ～6月 参加■項 ・企画申込書の作成と配布〉

画 生徒による評価

① 全 笹 生 徒 の要 望を 取 り

入れ た8加 要 項 を作 成す

るこ とがで 吉たか。

② 余 裕 を もった 計画 を立

てた 括 動 予定 表 を作戒 す

るこ とがで きたか.

③ 決 定 事項 を各 ク ラ スに

確 実 に伝 遣す る こと がで

きたか。

①② 咋 年匪 の担 当教 師 ・

実行委員 との引継 を行 い、

これ ま で の問 題 点 を把握

した上 で 、作 業 を進 め さ

せ る。

③1年 生 の各 ク ラ スに企

面 の資 料 を配 布 し、積極

的な参加を促 す。

⑪ 基本方針 を決定 し,ス ロ
ーガンを公募

、昨年の反省

に基づ き参加嬰項を作成,

② 各 班 の仕 事 内容 を理 解

し、文 化祭 当 日まで の 予

定衰 と班 内連縮 表を作成.

③ 中央 委員 会 で参 加 要 項

を配 布 し.生 徒 大会 で 全

校生 硅 に聾 項 の脱 明 を 実

施。 萄 に1年 生 は幹 部 が

LHRで 脱明.

指 導 の 改 善

1連絡協儀会 より】

冥行委 員 と して の仕 事

の流 れ を理 解 させ る た め

に 、敵 員 は助言 を 与 え て

い る古㌔

仮 股 笹舎 の 閥係 で グ ラ

ン ド施 設が 十 分に 活用 で

き ない 状況 の 中で 、 敏 員

は穣 夜祭 の企 面の ヒン ト

や助言 を与えているか。

班ごとにきめ細やかな指導を行 うために、各班に1人 の担当教師を当て、活動のときの窓口として離応 をす る.

後夜祭の企画の ヒン トや遼 営方法の助言を与える等の情報提供 を行 う。

生 徒 の 変 容

各班や全体の仕事の流れを少 しず つ理解 し、行 動計画 を作成す ることがで きた.

や仮 グラン ドでの後夜衆 など経験 のない部分についてはイ メー ジがで きて いない。

しか し、伍設校舎の教童

(フ月 企画内容の綱整 ・決定と予算の配付、当日のタイムテーブルの作成)

① 基 本 方 針 に沿oて 企 画
の綱 整 ・決 定 を† る こ と

がで きたか。

②企 画内 容 か ら各 団 体に

公正 に予 算 を配 付す る こ

とがで きたか。

③各 団体 の 希望 を考 慮 し

て 、 タイ ムテ ーブ ル を作

成す ることができたか。

① 公平 な 目で決 定 で き る
よ うに十 命企 薗 書 を検 討

させ る。

②昨年度の会計軽告 を参考
に配付金額を算出さ・せるg

③2日 闇 の 日穫 のバ ラ ン
スを 考 え る とと もに 、参

加 団 佑や 係 分担 との生 捷

の重複 を確認 させ る。

① 不 十分 な企i書 は脱 明

の 後差 し戻 し、 企 圃内 容

の 翻整 ・検 酎 を行 い 、必

妻に応 じて抽逸 にて決定。

② 企 画内容 に応 じて楠 助

金 を配付.

③ 事前に環案を提 出 し、職

員会慮や各団俸の意見を闘

きなが ら田整 を行い、決定。

1アンケー トより1

昨年 度の 資料や 次 年 度

の 資料 保存 につ い て 、教

員 は指 導 ・助 魯を 与 え て

い るか.

仮設 校舎 に関達 す る施

設 の情 縄 を 、教員 は 生徒

に十分説明 しているか.

昨 年簾 の寅輯に未 整理な部分や欠落が あるた めに活用できない点があるので、 凍牢度のための活動記録の

作成 の改善 を徹底 させ る.

仮 説校舎 に関す る情綴の提供 と鋸股利用薦での生徒の翼 望につい て事務室 と調整 を行 な う.普 通教童に仕

切用のカー テン レールを設量す るなどの改善で きる課題 につ いては早急に対応 し、各班の活動計禰の修正を

行 な う.

開催 時のイメー一ジをもて るよ うにな り、具体的 な企画に対 して、施設面の嚢塑が出せ るようになった。

各 自の気持 ちに多少の余裕がで き、次年度 のための賢料 も各班の作業 と並行 して作 り始めた。

〈9月 文化祭〉

① 自らの袖 割 を果 た し.

貴任 をもって 、運営 を遂

行す ることができたか.

② リーダー シップを琵揮

し、 準傭 ・後片付 け等 を

生徒 を統 串 しながら円瀞

に行 うことがで 昏たか。

①本部 との連絡体制 を確

立 し、様 々な状況 に対応

できる準儒 を行わせ る.

②珈備 か ら後片付 けまで

の 班 ご との 分 担 を 見 直

し、各 自の役割 を確認 さ

せ 石。

① ②r詳 細 な時穆劃 や
【準揃か ら後片付けまでの

生捷への註意事項」を作成

し、生徒への連絡を撒選。

在控 生 ・来校者 の様子 や

天候等 の状況 を本 部で把

搬 し、対応。

【アンケー トよ り1

連 緬 協 儀会 の遣 世 方法

で教員に妻望す る こと、

実施 時 期や 施 設等 に 関

して教員に要望す ること。

後 夜 祭 につ いて,教 員

に妻望す ること。

連絡協議会について、時 闇を効 寧的に とい う意 見が多 く出 され たので運 営方法の改替が必 妻である。

引 き鍵 ぎや週営部の招集 、文化 頻の実施時期等次年度に向けて調 整を行 う.

生徒の 主体性を尊重 し、ア ドバ イスの 与え方 に配 慮が必要である。

主体的な行動や発言が多く見られ、活動 に対す る責任感 と積極性 が感 じられ6よ うになoた,

無事行事 を終了 させ ることができて、多 くの生徒 が達成感 を得 られた。

〈次年度の活動へ〉
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